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平
成
二
十
三
年
度
消
防
団
長
研

修
会
が
大
洗
町
の
「
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
大
洗
」
を
会
場
に
、
六
月

三
十
日
（
木
）
～
七
月
一
日
（
金
）

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
当
協
会
の
重
要

行
事
で
、
毎
年
茨
城
県
と
の
共
催

で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
の
出

席
者
は
、
各
市
町
村
消
防
団
長

四
十
六
名
、同
随
行
者
三
十
二
名
、

茨
城
県
十
一
名
、
日
本
消
防
協
会

一
名
な
ど
、
合
計
九
十
四
名
に
上

り
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
最
初
に
「
茨
城
県
消

防
防
災
行
政
の
概
要
に
つ
い
て
」

と
し
て
、
県
消
防
防
災
課
の
大
高

課
長
、
県
立
消
防
学
校
の
岩
島
校

長
か
ら
、
消
防
防
災
課
の
主
要
事

業
、
教
育
訓
練
計
画
等
に
つ
い
て

順
次
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
日
本
消
防
協
会
に

お
け
る
各
種
共
済
制
度
に
つ
い
て
」

と
し
て
、
日
本
消
防
協
会
の
柴
垣

事
務
局
長
か
ら
各
種
共
済
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

大
洗
町
消
防
本
部
の
佐
久
間
次
長

と
北
茨
城
市
消
防
本
部
の
尾
形
救

急
救
助
係
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
の

被
害
状
況
と
消
防
職
・
団
員
の
活

動
に
つ
い
て
講
演
を
い
だ
だ
き
ま

し
た
。
画
像
を
使
っ
た
説
明
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
の
生
々

し
さ
が
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
、
出

席
者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
茨
城
空
港
の
利
用

に
つ
い
て
」
と
し
て
、
県
空
港
対

策
課
の
横
山
副
参
事
か
ら
利
用
状

況
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
後
の
情
報
交
換
会
に
は
、

常
に
消
防
関
係
の
行
事
は
、
万
障

繰
り
合
わ
せ
て
出
席
い
た
だ
い
て

い
る
橋
本
知
事
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
事
務
方
も
同
席
し
て
の
情
報
交

換
会
は
、
消
防
団
運
営
の
あ
り
方

や
女
性
消
防
団
の
結
成
状
況
、
あ

る
い
は
団
員
確
保
対
策
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
と
交
流
が
図

ら
れ
た
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
大
洗
町
消
防
本
部
の

佐
久
間
次
長
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
大
洗
町
の
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
大
洗
港
の
被
災
状
況
を
視

察
し
、
防
波
堤
の
亀
裂
な
ど
被
害

の
大
き
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
年
も
、
県
立
消
防
学
校
に
お

い
て
県
内
各
市
町
村
か
ら
二
十
八

名
の
参
加
を
得
て
、
消
防
団
員
幹

部
教
育
第
五
十
一
期
指
導
員
養
成

科
が
、
六
月
二
～
三
日
と
六
月

三
十
日
～
七
月
一
日
の
延
べ
四
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
消
防
協
会
の
福
祉
共
済
制

度
に
は
、
県
内
の
消
防
団
員
の
全

員
及
び
消
防
職
員
の
一
部
が
加
入

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
発

生
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
極
め
て

多
数
の
消
防
団
員
等
の
加
入
者
が

殉
職
し
た
た
め
、
平
成
二
十
三
年

五
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
消
防
協

会
理
事
会
・
代
議
員
会
に
お
い
て

福
祉
共
済
制
度
規
約
が
改
正
さ

れ
、
次
の
と
お
り
福
祉
共
済
事
業

の
弔
慰
金
等
の
減
額
及
び
掛
金
の

一
時
的
な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
消

防
事
務
担
当
者
に
お
か
れ
ま
し
て

は
留
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
加

入
者
へ
の
周
知
徹
底
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
弔
慰
金
等
の
減
額
等

　
当
分
の
間
、
殉
職
者
に
支
払
わ

れ
る
弔
慰
金
等
の
額
は
千
二
百
万

円
（
弔
慰
金
千
百
万
円
、
遺
族
救

護
金
百
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
大
震
災
に
よ
る
消
防
団

員
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
未
確

定
で
す
が
、
七
月
中
旬
で
約
二
百

五
十
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

内
の
多
く
の
方
が
弔
慰
金
の
対
象

と
な
る
公
務
災
害
に
よ
り
死
亡
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
従
来
は
弔
慰
金

二
千
万
円
、
弔
慰
救
済
金
が
七
百

万
円
、
遺
族
救
護
金
百
万
円
の
計

二
千
八
百
万
円
が
支
払
わ
れ
る
の

が
一
般
的
で
、
仮
に
二
百
五
十
人

に
支
払
う
に
は
年
間
掛
金
二
十
六

億
円
の
約
三
倍
近
い
額
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
調
達
で
き
る
の

は
約
三
〇
億
円
程
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
二
百
五
十
人
に
配

分
す
る
と
な
る
と
、
一
人
あ
た
り

　
毎
年
、
関
東
甲
信
（
一
都
八

県
）
地
区
を
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
て
い
る
日
本
消
防
協
会
主
催
の

実
務
担
当
者
会
議
が
七
月
十
四
日

～
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消防団長研修会を大洗町で開催

大洗町消防本部　佐久間次長の講演

｢建物火災 ｣消火訓練

北茨城市消防本部　尾形係長の講演

実務担当者会議の様子
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関東甲信地区消防協会
実務担当者会議が

日立市で開催
　
消
防
団
員
の
教

育
訓
練
を
担
当
す

る
幹
部
課
程
と
い

う
こ
と
で
、「
幹

部
の
心
得
」
を
は

じ
め
、「
消
火
活

動
」、「
消
防
訓

練
」、「
応
急
手

当
」、「
救
助
活
動
」

等
、
訓
練
を
重
点

と
し
た
研
修
を
実

施
し
、
幹
部
団
員

と
し
て
の
知
識
や

技
術
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
域
に

戻
っ
て
も
新
人
団

員
を
は
じ
め
若
い

団
員
に
対
す
る
教

育
訓
練
に
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
ご

期
待
申
し
上
げ
ま

す
。

　
会
場
と
な
っ
た

日
立
市
の
「
鵜
の

岬
」
に
は
各
都
県

の
事
務
局
長
や
担

当
者
が
出
席
し
，

日
本
消
防
協
会
の

担
当
者
か
ら
東
日

本
大
震
災
に
伴
う

日
消
の
対
応
等
に

つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
東
日

本
大
震
災
に
お
け

る
日
立
市
の
被
害

状
況
と
消
防
職
・

団
員
の
対
応
に
つ

い
て
、
日
立
市
消

防
本
部
の
谷
津
警

防
課
長
か
ら
説
明

を
受
け
る
と
と
も

に
、
河
原
子
及
び

久
慈
浜
地
区
の
被

災
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。

千
二
百
万
円
と
な
り
、
万
や
む
を

得
な
い
措
置
と
し
て
当
分
の
間
減

額
措
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
弔
慰
金
等
以
外
の
給
付

に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り

の
支
給
を
行
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

◆
掛
金
の
一
時
的
引
き
上
げ

　
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二

十
六
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
限

り
、
年
掛
金
が
こ
れ
ま
で
の
三
千

円
か
ら
四
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
で
は
、
支
払
準
備

金
を
二
十
四
億
円
取
り
崩
し
て
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
地
震
や
風
水
害
の
発
生
の

可
能
性
を
考
慮
し
、
共
済
事
業
の

安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
三
十

億
円
を
超
え
る
額
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
三
年
間
で

支
払
準
備
金
の
積
戻
し
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
消
防
団
員

等
の
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
福
祉
共
済
事
業
は
存
続
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、
加
入
者
み
な
さ
ん
に
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

福
祉
共
済
事
業
の

給
付
及
び
掛
金
の

改
定
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編 

集 

後 

記

　
立
秋
を
過
ぎ
暦
の
上
で
は
秋
と

な
り
ま
し
た
が
、
残
暑
お
見
舞
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
猛
暑

日
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
熱
中
症

で
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
方
の
ニ
ュ

ー
ス
が
多
く
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
熱
中
症
予
防
に
は
早
め
の
水
分

補
給
（
塩
分
も
忘
れ
ず
に
）
と
休

養
が
大
事
で
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
き
ま
す
の
で
体
調
管
理
に

注
意
し
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　（
せ
）

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

発
表
が
遅
れ
て
い
た
第
十
六
回
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
及
び
平
成
二

十
三
年
春
の
褒
章
受
章
者
が
六
月

十
五
日
に
、
平
成
二
十
三
年
春
の

叙
勲
受
章
者
が
六
月
十
八
日
に
、

総
務
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
表
（
発

令
日
は
四
月
二
十
九
日
）
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
春
の
叙
勲
が
十

五
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

十
四
名
、
藍
綬
褒
章
が
一
名
、
合

計
三
十
名
の
皆
様
が
受
章
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
勲
記
・
勲
章
は
、
六
月
二
十
四

日
（
金
）、
県
庁
に
お
い
て
橋
本

知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

○
大お

お

塚つ
か

　
　
光て

る

（
七
十
八
）

　
元
　
つ
く
ば
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
五
十
四
年
一
月

　
つ
く
ば
市
在
住

○
小お

田だ

倉ぐ
ら

和か
ず

男お

（
七
十
四
）

　
元
　
常
陸
大
宮
市
消
防
団

　
団
長

　
消
防
歴
　
五
十
三
年
十
月

　
常
陸
大
宮
市
在
住

○
粟あ

わ

野の

　
　
茂し

げ
る

（
七
十
三
）

　
元
　
下
妻
市
消
防
団
　
団
長

○
内う
ち

田た

　
昭し

ょ
う

治じ

（
七
十
）

　
元
　
筑
西
広
域
　
消
防
正
監

　
消
防
歴
　
三
十
九
年
九
月

　
筑
西
市
在
住

○
須す

之の

内う
ち

信の
ぶ

夫お

（
七
十
）

　
元
　
鹿
島
南
部
　
消
防
正
監
　

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
十
一
月

　
神
栖
市
在
住

○
石い

し

川か
わ

　
友と

も

久ひ
さ

（
七
十
七
）

　
元
　
水
府
村
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
四
年
十
一
月

　
常
陸
太
田
市
在
住

○
梅う

め

原ば
ら

　
　
哲て

つ

（
七
十
三
）

　
元
　
ひ
た
ち
な
か
市
消
防
団

　
分
団
長

○
青あ

お

木き

　
昭し

ょ
う

一い
ち

（
六
十
五
）

　
元
　
笠
間
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
六
月

　
笠
間
市
在
住

○
石い

し

井い

　
隆た

か

直な
お

（
六
十
六
）

　
消
防
歴
　
四
十
三
年

　
下
妻
市
在
住

○
飯い
い

村む
ら

　
悦え

つ

夫お

（
七
十
九
）

　
元
　
つ
く
ば
市
消
防
団

　
副
団
長
　

　
消
防
歴
　
五
十
四
年

　
つ
く
ば
市
在
住

○
海え

老び

原は
ら

　
功い

さ
お

（
七
十
三
）

　
元
　
取
手
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
四
年
三
月

　
取
手
市
在
住

○
白し

ら

川か
わ

　
　
宏ひ

ろ
し

（
六
十
五
）

　
元
　
桜
川
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
桜
川
市
在
住

春の叙勲伝達式（ニッショーホール）

危険業務従事者叙勲伝達式（日本青年館）

日立市消防団　今橋団長ご夫妻

平
　
　
成

二
十
三
年

春
の
叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲

第
十
六
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

　
国
（
総
務
省
消
防
庁
）
の
伝
達

式
は
、
春
の
叙
勲
が
六
月
二
十
八

日
（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）、
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
七
月
五
日

（
日
本
青
年
館
）、
春
の
褒
章
が
六

月
二
十
九
日
（
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
）
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、

同
日
の
午
後
に
は
、
皇
居
拝
謁

（「
豊
明
殿
」）
も
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た

る
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
対
し
、
心

か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
以
下
、
順
不
同
に
て
受
章
者
の

略
歴
並
び
に
国
の
伝
達
式
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
（
　
）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

○
今い

ま

橋は
し

　
松ま

つ

男お

（
六
十
三
）

　
現
　
日
立
市
消
防
団
　
団
長

藍
綬
褒
章

　
消
防
歴
　
四
十
三
年
十
月

　
日
立
市
在
住

取材の様子

北
茨
城
市
で
取
材

　
日
本
消
防
協
会
は
、
東
日
本
大

震
災
の
記
録
誌
を
作
成
す
る
た

め
、
八
月
六
日
に
被
災
地
の
北
茨

城
市
に
お
い
て
被
災
状
況
と
消
防

職
・
団
員
の
活
動
状
況
の
取
材
を

行
い
ま
し
た
。

　
消
防
歴
　
三
十
九
年
一
月

　
ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
櫻さ

く
ら

井い

　
襄じ

ょ
う

次じ

（
七
十
一
）

　
元
　
石
岡
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
六
年
五
月

　
石
岡
市
在
住

○
永な

が

井い

　
三み

つ

好よ
し

（
六
十
五
）

　
元
　
鉾
田
市
旭
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
七
年
七
月

　
鉾
田
市
在
住

○
生な

ま

井い

　
清せ

い

重じ
ゅ
う

（
七
十
三
）

　
元
　
石
下
町
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
四
年
一
月

　
常
総
市
在
住

○
箱は
こ

守も
り

　
　
勝ま

さ
る

（
六
十
六
）

　
元
　
筑
西
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
筑
西
市
在
住

○
横よ

こ

山や
ま

　
武た

け

司し

（
六
十
九
）

　
元
　
土
浦
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
七
年
三
月

　
土
浦
市
在
住

　
元
　
土
浦
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
美
浦
村
在
住

○
稲い
な

葉ば

　
優ま

さ
る

（
六
十
五
）

　
元
　
筑
西
広
域
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
結
城
市
在
住

○
稲い

な

見み

　
　
勲い

さ
お

（
六
十
九
）

　
元
　
筑
西
広
域
　
消
防
正
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
十
月

　
筑
西
市
在
住

○
坂さ

か

本も
と

　
昌ま

さ

弘ひ
ろ

（
六
十
七
）

　
元
　
土
浦
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年
一
月

　
土
浦
市
在
住

○
庄し

ょ
う

司じ

　
建け

ん

一い
ち

（
六
十
五
）

　
元
　
鹿
島
南
部
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
年
六
月

　
銚
子
市
在
住

○
鈴す

ず

木き

　
　
優ま

さ
る

（
六
十
五
）

　
元
　
那
珂
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
一
月

　
笠
間
市
在
住

○
園そ
の

部べ

　
　
実み

の
る

（
七
十
）

　
元
　
日
立
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
五
月

　
東
海
村
在
住

○
田た

口ぐ
ち

　
昭し

ょ
う

一い
ち

（
六
十
六
）

　
元
　
笠
間
広
域
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
九
年
六
月

　
笠
間
市
在
住

○
谷た

に

　
　
英え

い

次じ

（
六
十
七
）

　
元
　
茨
城
西
南
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
九
年

　
小
山
市
在
住

○
寺て

ら

門か
ど

　
正ま

さ

男お

（
七
十
五
）

　
元
　
水
戸
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
五
年
二
月

　
水
戸
市
在
住

○
藤ふ

じ

坂さ
か

　
英ひ

で

晴は
る

（
六
十
八
）

　
元
　
水
戸
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
六
年
八
月

　
水
戸
市
在
住

○
宮み

や

田た

　
　
剛た

け
し

（
七
十
）

　
元
　
日
立
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
五
月

　
日
立
市
在
住

○
山や
ま

田だ

　
征ゆ

き

男お

（
六
十
五
）

　
元
　
鹿
島
南
部
　
消
防
正
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
八
月

　
鹿
嶋
市
在
住


